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新
潟
大
学
に
お
け
る
環
日
本
海
地
域
研
究
の
長
い
伝
統
の
上
に
、
私
た
ち
は
、
二
〇
〇
五
年
に
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
附
置
環
東
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を
組
織
し
ま
し
た
。
環
日
本
海
地
域
を
相
対
化
し
な
が
ら
、
そ
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
列
島
、
朝
鮮
半
島
、
東
北
ア
ジ
ア（
中
国
東
北
地
方
・
ロ
シ
ア
極
東
地
方
）、
北
ア
ジ
ア（
モ
ン
ゴ
ル
）、
中
央
ア
ジ
ア（
東

西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）、
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
地
域
を
対
象
と
す
る
歴
史
系
の
メ
ン
バ
ー
が
、
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の

一
端
は
、
す
で
に
年
報
と
資
料
集
の
刊
行
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
還
元
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
そ
の
発
足
以
来
、
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
経
費
や
学
系
の
研
究
支
援
経
費
な
ど
学
内
の
競

争
的
資
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
資
金
に
よ
り
、
新
た
に
「
環
東
ア
ジ
ア
研
究
叢
書
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

本
叢
書
は
、
環
東
ア
ジ
ア
す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
周
縁
地
域
を
対
象
と
し
た
歴
史
研
究
の
た
ん
な
る
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
現
代
的
な
課

題
を
ふ
ま
え
て
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
取
り
組
ん
だ
成
果
を
披
露
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
本
叢
書
の
刊
行
を
通
じ

て
、
新
潟
大
学
が
掲
げ
る
「
ア
ジ
ア
研
究
の
積
極
的
な
推
進
」
の
実
質
化
と
具
体
化
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
意
見
や
ご
批
判
を
賜
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

二
〇
一
二
年
二
月

新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
附
置
環
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長　
　

關

尾

史

郎

刊
行
に
あ
た
っ
て
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